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~稿は J]Î.在険，H'I' の 8 ffj、，i!i111iの概観イピ

編

。今{f-の'tC業もl長j甘jを過ぎた感があるが，現在

のところ昭和31年度の回帰とはし、し、ながら，鱒

も鮭も全道的に大不漁で，十勝管内が割に漁が

あった事と，網走が尻上りに上昇したきたこと

で漸く 31年度の18万尾を越え. 25万尾科度にと

どまりそうだ内

。先号に 8f話杭iil íITIíの良林大 1: 1•陳情を料介し本

号でその内容の詳細を説明しているが，今年の

ような状態に直而してみればこの計画も相当慎

重にやらなければ計画l倒れの心配もあり，この

点では後日支場長会議がもたれて検討されるこ

とにもなっており. it 14の的となっている内

C今"P北洋漁業の実態を取材するため，母船に

l出λえたものである。紙数のI)(J係で晶状の

I~ :J題点についても充分には書き得てい江

い L，十食n、t'11であるために具体的I仁川IKli

にふれることu.でき ls.!}追っf、二が，つの

I!!f i!i，と Lて大)jに知っていただくことが

必要と考え，政て筆をとった次第であ

る。不充分の憾については諸賢のご寛容
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采り込み主主Aな体験をしてこられた大泌氏から

"!lも鱒も無限で、なし、、が寄せられたが，無限

でない鮭や鱒を追って日本の漁民ばかりでない

全国民が14の色を変えている状況がよく読み取

られ. mlHい・交であるが，これを読んで，わ

れわれも一尾でも多く資源をi脅さなくてはと治、

欲が湧いてくる内

。おくれを取り戻そうと大，\\~JJをかけ』ている

が，原稿が不足して閉口しているのこれを機会

に皆さまの投稿を期待してやみませんが，それ

と同時に写真もお寄せ Fさるようお待ちしてお

ります門
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